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梅雨入り前の５月、なでしこ委員会では赤津小学校
３年生を対象にいちごについての食育活動を行い、い
ちごの生産から出荷までの様子を体験学習しました。
また、大平地区では大平西小学校１，２年生を対象と
した西山田自然環境保全会による農業体験が行われ、
さつまいもの苗植えとえだまめの種まきをしました。
初めての農業体験という子どもたちも多く、一所懸
命に話を聞く姿やみんなで楽しそうに農作業する姿が
印象に残りました。食育活動や農業体験を通して、ひ
とりでも多くの子どもたちに興味を持ってもらえると
嬉しいです。
� 【鈴木　美智子　委員】

「さつまいも」の苗を植える様子

JA職員から説明を受ける様子

ドローンからの全体写真（これからさつまいもの苗を植える様子）

※市民の皆様に農業委員会の活動をお知らせするために配布させていただきます。
　令和８年度より、農業委員会だよりは全戸配布ではなく、班内回覧とさせていただきます。引き続きよろしくお願いいたします。

回　覧

「いちごのはなし」の紙しばい
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大平西小１，２年生「さつまいも苗植え体験」

なでしこ委員のいちご食育活動

西山田自然環境保全会は、５月 18 日（月）に大平町西山田の遊休
農地を活用し、食と農業の理解を深める目的で農業体験活動を企画し
ました。
地元の大平西小学校１，２年生（118 名）の子どもたちは生活科授
業での農業体験です。
保全会メンバーの指導で、さつまいも「紅はるか」
の苗植えとえだまめの種まきをしました。

おいしいえだまめになるといいな！

さつまいもってたおして植えるんだね。

５月 13 日（水）赤津小学校３年生を対象に食育活動を行いました。
最初に都賀の JAしもつけアグリサポートセンターにて青木さんからい
ちごの検査・梱包・出荷の工程の説明を受けながら見学しました。大き
さだけでなく用途別に出荷され、２日後にはスーパーやケーキ屋さんや
加工工場に届くことを教わりました。
その後、栽培農家に移動し、いちご摘みやラップかけを体験したほ
か、委員による「いちごのはなし」の紙しばいでは、いちごの育て方、
ミツバチの働きや開花から１か月程で収穫されることなど、大切に育て
られたいちごが食卓に並
ぶまでを学びました。

いちごのつみとり

大きないちごが
たくさんあって
たのしかった。

当日は晴天であまりの陽射しの強さに熱中症の心配をする程で
の作業でしたが、とても楽しい様子で一生懸命に土を掘り、苗を
植え土かけしてと、１人２～３本を植えることができました。子
どもたちは秋の収穫が待ち遠しくとても楽しみにしていました。
今回の農業体験を通して食と農業の大切さを身近に感じてもら
えたと思います。
今回初めてのドローンを使った撮影に、子どもたちはもちろん
参加者全員わくわくでした。
� 【小林　真理子　委員】

また、いちごの折り紙体験や、ジャムづくりの実演も見学し
ました。質問の尽きないひとときでした。
おみやげのいちごを手に満面の笑みの子どもたち、ちょっと

は農業に興味を持ってくれたかな？
� 【早乙女　とみ　委員】

美味しいジャムができますように！

農 業 委 員 会 だ よ り
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昨
年
７
月
10
日
に
提
出
し
た
意
見
書
の
回

答
が
２
月
24
日
市
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

① 

農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い
て

意
　
見

　
地
域
計
画
・
目
標
地
図
で
掲
げ
た
担
い
手

へ
確
実
に
農
地
を
斡
旋
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
地
域
住
民
と
農
業
関
係
者
が
話
し
合
う
場

の
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
市
と
県
が

地
域
の
農
業
者
に
寄
り
添
い
、
現
場
の
生
の
声

を
聞
く
場
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

回
　
答

　
昨
年
度
策
定
し
た
地
域
計
画
は
、
地
域
農

業
の
将
来
像
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
農
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
が
納
得
で
き
る

計
画
と
し
て
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
地
域

計
画
や
目
標
地
図
を
検
討
し
た
際
と
同
様

に
、
農
業
委
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
農
業
の

理
想
像
に
よ
り
近
づ
け
る
よ
う
、
各
地
の
座

談
会
に
お
い
て
農
業
者
の
皆
様
と
一
緒
に
地

域
農
業
の
課
題
、
解
決
策
の
協
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る

意
見
書
に
対
す
る
回
答
書

市
で
は
座
談
会
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
様

が
日
々
の
営
農
の
中
で
感
じ
て
い
る
課
題
な

ど
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
活
発
な
話
し
合
い

が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
皆
様
に
よ
る
話
し
合
い
の
結
果

を
地
域
計
画
に
盛
り
込
み
、
市
の
事
業
に
反

映
し
て
い
く
と
と
も
に
国
、
県
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
て
「
地
域
農
業
の
目
指
す

姿
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
並
び
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

② 

新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

意
　
見

　
小
・
中
高
生
を
含
む
若
い
世
代
へ
農
業
の

魅
力
を
紹
介
し
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
農
業
高
校

生
等
へ
の
就
農
説
明
会
や
農
業
後
継
者
の
た

め
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
加
え
、
Ｆ
Ｍ 

く
ら
ら
へ
の
農
業
関
係
者
の
出
演
な
ど
新
し

い
情
報
発
信
を
お
願
い
し
た
い
。

回
　
答

　
栃
木
市
の
農
業
を
担
っ
て
い
く
若
い
世
代

へ
の
農
業
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、
市
で

は
担
い
手
育
成･

確
保
の
目
的
で
、
県
内
外

の
就
農
相
談
会
へ
積
極
的
に
出
展
し
て
い
る

ほ
か
、
農
業
イ
ベ
ン
ト
と
合
わ
せ
た
就
農
相

談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内

５
地
域
の
農
業
体
験･

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
取

組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
農
業
高
校
生
等
へ

の
就
農
説
明
会
や
農
業
後
継
者
の
た
め
の
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
た
上
で
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う

な
効
果
的
な
手
法
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
へ
は
、「
輝
く
と

ち
ぎ
人
」
に
定
期
的
に
各
方
面
の
農
業
者
に

出
演
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
色
あ
る
農

業
経
営
者
を
紹
介
す
る
取
組
と
し
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
子
ど
も
や
若

者
た
ち
は
、
自
ら
の
体
験
か
ら
職
業
に
興
味

を
持
ち
、
働
く
人
々
の
姿
か
ら
自
分
の
将
来

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
市
は
、
農
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
や
就
農
相
談
会
が
、
農
業
の
魅
力
に

気
づ
き
、
興
味･

関
心
を
高
め
、
農
業
者
と

し
て
の
将
来
像
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
歩

む
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
農

業
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
催
し
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
や

若
者
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
農
業
を
勧
め
ら
れ

る
よ
う
、
経
営
改
善
に
向
け
た
主
体
的
な
取

組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③ 

獣
害
等
対
策
に
つ
い
て

意
　
見

　
昨
年
猛
威
を
振
る
っ
た
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に

つ
い
て
、
他
の
自
治
体
等
の
効
果
的
な
取
組

み
事
例
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
全
体
で
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
防
除
の
複
数
回

実
施
や
補
助
制
度
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

回
　
答

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
効
果
的
な
防
除
に
は
、

広
域
で
の
適
期
防
除
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
７
年
産
の
水
稲
栽
培
に
お
い
て

は
、
県
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
広
域
適
期
防
除

を
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
６
月
の
補

正
予
算
で
既
存
の
「
栃
木
市
稲
等
病
害
虫
防

除
事
業
費
補
助
金
」
の
予
算
を
増
額
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
や
国
に
対
し
て
は
、
新
た
な

補
助
事
業
の
創
設
や
防
除
方
法
の
研
究
開
発

に
つ
い
て
も
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
情
報

収
集
を
図
り
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農 業 委 員 会 だ よ り
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令和７年度新規就農者のご紹介令和７年度新規就農者のご紹介

。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
で
生
活
の
安
定
を
考
え
ま
せ
ん
か
？

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
や
親
子
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

①�

農
業
者
年
金
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
・�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

　
・�

20
歳
以
上
65
歳
未
満
（
60
歳
以
上
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
）

②�

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
、
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
。

③�

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
（
35
歳
未
満
で
政
策
支
援
加
入
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
は
１
万
円
）
６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
選
べ
る
。

④�

終
身
年
金
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
死
亡
一
時
金
が
あ
る
。

⑤
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
る
。

⑥�

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
る
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
１
Ｑ
１�　
加
入
す
る
場
合
、
ど
こ
に
申
し
込
め
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ
　
Ａ
　　

�

加
入
の
申
し
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
か
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
の
農
業

者
年
金
担
当
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
に
は
、
保
険
料
の
振

替
口
座
番
号
と
基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で
す
。

ＱＱ
22
　　
年
金
資
金
の
運
用
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
Ａ
　　

�

受
給
前
の
加
入
者
の
保
険
料
の
運
用
は
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
国
内
債
券

を
中
心
に
株
式
等
を
一
定
割
合
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
性
と
一

定
の
利
回
り
の
確
保
を
目
指
し
た
運
用
を
し
て
い
ま
す
。
受
給
開
始
後

の
年
金
資
産
の
運
用
は
、
よ
り
安
定
し
た
運
用
と
確
実
な
支
払
い
の
た

め
国
内
債
券
の
み
で
長
期
運
用
し
て
い
ま
す
。

ＱＱ
33�　
少
子
高
齢
時
代
な
の
で
将
来
の
年
金
が
不
安
で
す
。

Ａ
　
Ａ
　　

�

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を

年
金
原
資
と
し
て
年
金
額
が
決
ま
る
「
確
定
拠
出
型
の
積
立
て
年
金
」

で
す
の
で
、
年
金
財
政
が
現
役
世
代
と
引
退
世
代
の
人
口
比
の
影
響
を

受
け
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
少
子
高
齢
化
時
代
で
も
安
定
的
な
終
身
年

金
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
21

－

２
３
９
３
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
所
：
全
国
農
業
会
議
所

　
　
　
　

毎
週
金
曜
日
発
行　

購
読
料
：
月
９
０
０
円 

　
　
　
　
［
送
料
、
消
費
税
込
み
］

全
国
農
業
新
聞
は
、
地
域
農
業

者
の
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る

農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

農
政
の
動
き
と
、
こ
れ
に
か
か

わ
る
経
済
・
経
営
・
農
地
・
地
域

社
会
問
題
等
、
毎
週
様
々
な
テ
ー

マ
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
現
場

で
役
立
つ
栽
培
技
術
・
流
通
の
情

報
、
魅
力
的
な
農
家
の
取
り
組
み

な
ど
幅
広
く
伝
え
、
経
営
と
く
ら

し
に
役
立
つ
新
聞
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

紙
面
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
「
見

や
す
い
」「
分
か
り
や
す
い
」
新

聞
を
目
指
し
、
編
集
・
発
行
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
、
情
報
収
集
の
ツ
ー
ル

と
し
て
全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

購
読
の
お
申
し
込
み
は
、
農
業

委
員
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
21

－

２
３
９
３
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

みなさんのご活躍を応援しています。みなさんのご活躍を応援しています。

藤岡町
合同会社FJP
作物：お米
　　　ねぎ

藤岡町
株式会社NIPPA米
作物：お米

大平町
山本　悠介さん
作物：いちご

都賀町
片柳　啓太さん
作物：いちご

岩舟町
斎藤　匡彦さん
作物：ぶどう

大平町
柴田さん
作物：みかん

農 業 委 員 会 だ よ り
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農地法に基づき、遊休農地については以下の措置がなされます農地法に基づき、遊休農地については以下の措置がなされます
来年の
11月頃

意向どおりに実施してい
ない場合は、農業委員会
から農地中間管理機構に
よる遊休農地の借入の協
議の勧告が行われます。

再来年の
1月1日

勧告を受けている
農地は、その納付
する年度の固定資
産税が1.8倍にな
ります。

来年の
7～8月頃

表明した意向どお
りに実施している
か、農業委員会が
確認します。

今年の
11月頃

遊休農地の所有者
等には、農業委員
会から利用意向調
査票が届きます。

今年の
7～8月頃

農業委員会が全農
地の利用状況を確
認します。

【
農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
】

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

農
地
と
し
て
有
効
に
利
用
さ

れ
て
い
な
い
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
は
、
病
害
虫

や
雑
草
の
発
生
源
と
な
り
、

周
辺
の
農
地
や
住
宅
へ
迷
惑

を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
な
ど
生

活
環
境
悪
化
や
火
災
の
発
生

原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。農

地
を
所
有
す
る
方
は
、

責
任
を
持
っ
て
耕
起
・
草
刈

り
・
除
草
等
を
行
い
、
農
地

の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て
】

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の

無
断
転
用
や
耕
作
放
棄
地
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
７

月
か
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
農
地
を

見
回
り
、
耕
作
の
状
況
な
ど

を
見
て
、「
遊
休
農
地
（
荒
廃

農
地
）」
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。
そ
の

際
、
農
業
委
員
や
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
農
地
へ

立
ち
入
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
遊
休
農
地
の
課
税
強
化
に
つ
い
て
】

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結

果
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ

た
土
地
所
有
者
等
に
は
、
11

月
に
利
用
意
向
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
利
用
意
向
調
査
に
対

し
、
未
回
答
の
方
や
、
自
分

で
耕
作
す
る
、
自
分
で
借
り

手
を
探
す
な
ど
と
回
答
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
通
り
に

し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
措
置
（
下
図
参

照
）
が
取
ら
れ
、
遊
休
農
地

の
固
定
資
産
税
の
評
価
額

が
、
通
常
農
地
の
評
価
額
の

約
１
．
８
倍
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
利
用
意
向
調
査
に

お
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機

構
に
貸
し
付
け
の
意
向
を
表

明
す
る
な
ど
、
課
税
強
化
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
際
に

は
、
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農地法では、農地を相続した時などの届出が義務付けられています。農業委員会が農地の権利移動を把握して、農地の有効利
用を図るためのものですので、相続等で権利を取得した場合には、農地のある市町村に届出をお願いいたします。
なお、届出には農地の権利を取得したことがわかる書類が必要となりますので、法務局にて所有権移転登記を済ませた後、登
記完了証等をお持ちの上、農業委員会事務局に届出書の提出をお願いいたします。
（農地の相続等を受けた日からおおむね10ヶ月以内に届出願います。）
この届出は、会社などにお勤めの方が農地を相続した場合など、実際には農業に従事
していない方の場合でも必要になります。

農地を取得後、次のような場合には農業委員会にご相談ください。

農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

農業を続ける予定ですが、相続税
の軽減などは、受けられますか。

会社に勤めているので、自分で農
作業を行うことは難しいのですが。

農地の売り買いや貸し借り、転用
を考えているのですが。

農地を相続した本人が農業を営む場合や、農業経営基盤強化法による貸付け
を行う場合などには、相続税額の一部が猶予される場合があります。

栃木市農業公社が農地の利用調整のお手伝いを行っていますので、ご相談く
ださい。例えば、依頼により規模拡大を希望する農家の方への農地の貸し付け
などを実施しています。

自分の所有する農地であっても、農地の売買・貸借・転用には許可や届出
の手続きが必要になりますので、必ず事前に農業委員会にご相談ください。
必要な許可や届出をしないまま、売買・貸借・転用をしますと、農地違反とな
り、罰則が適用されることがありますので、ご注意ください。

🅠🅠  

🅠🅠  

🅠🅠  

▶

▶

▶

相続等で農地を取得した場合には、届出が必要です

🅐🅐  
🅐🅐  

🅐🅐  

農 業 委 員 会 だ よ り



6

地域計画に関する座談会にご参加ください！地域計画に関する座談会にご参加ください！
本市では、主な担い手農家・関係機関の協力のもと、令和７年３月に、10年後の地域農業の姿を示す「地域計画」

とその耕作者の見込を記した「目標地図」を策定しました。
地域で作り上げた「地域計画」を着実に実行していくためには、定期的に地域の課題や目標等について見直しを行い、

話し合いに基づき計画を改善していく必要があります。そのため、本市では各地域の座談会を年１回、皆さんの意見交
換の場として開催します。
令和８年の座談会は１月に市内６地域で開催さ

れ、各地域における課題及びその解決方法につい
ての話し合い、「目標地図」の見直しを行いました。
本座談会は地権者のみならず、土地を借りている
耕作者や兼業農家の方でもご参加いただけます。
開催する際は、栃木市ホームページや広報とちぎ
にて案内があります。「地域計画」や「目標地図」
という言葉が分からなくても大丈夫ですので気兼
ねなくご参加ください。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
、

不
動
産
の
所
有
者
は
、
住
所
や

氏
名
等
を
変
更
し
た
場
合
、
２

年
以
内
に
変
更
登
記
の
申
請
を

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
４
月
１

日
よ
り
前
に
住
所
等
を
変
更

し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
変

更
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合

に
は
義
務
化
の
対
象
と
な

り
、
令
和
10
年
３
月
31
日
ま

で
に
変
更
登
記
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
正
当
な
理
由
が
無
い
の
に
申

請
を
怠
っ
た
場
合
、
罰
則
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
管
轄
の
法
務
局
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ

（
栃
木
市
内
の
土
地
の
場
合
）

　
宇
都
宮
地
方
法
務
局 

�

栃
木
支
局

�

０
２
８
２

－

22

－

１
０
６
８

【地域計画に関する座談会の様子】

住
所・名
前
の
変
更
登
記

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

農業委員会では、２月４日千葉県香取市農業
委員会を訪問し、視察研修を行いました。
香取市は都心から約 70ｋｍ離れた地域で穀倉地
帯を形成しています。千葉県内算出額において
は、米は１位、いも類は２位となっています。
香取市と、遊休農地対策、新規参入の促進と
担い手対策、獣害対策に対して意見交換を行い
ました。
集積・集約化が進まず遊休農地となっていた
水田が多く問題となっていましたが、地域内農
業者と土地改良区が協力して農地環境の保全を
図った事例発表がありました。
新規参入の促進と担い手対策については、秋に開催する“いも祭り”の手伝いを中学生にお願いすることで農
業者と若者の交流を図る取組みを行っています。
獣害については９割が小型獣によるもので、罠の設置にかかる費用が市から補助がされ、積極的に活用される
そうです。
千葉県で爆発的に増えていると話題の「キョン」についての被害は、香取市では現状ないとのことでした。
栃木市においても共通する問題の対策に触れることで、とても有意義な意見交換となり、今後の最適化活動に
活かしたいと思います。� 【田中　徹　委員】

視察研修を実施しました

農 業 委 員 会 だ よ り
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頑張ってます！頑張ってます！AA
ア グ リ ス トア グ リ ス ト

grisgristt（農・業・人）（農・業・人）

これからも栃木市の農地をこれからも栃木市の農地を

見守っていきたい見守っていきたい
栃木市千塚町栃木市千塚町

柴柴
しばしば

　　賢賢
けんいちろうけんいちろう

一郎一郎さんさん・・美美
み ち こみ ち こ

智子智子さん（妻）さん（妻）

　栃木市農業委員として尽力し、このたび市政功労者表彰を受彰された柴さんにお話を伺いました。

「農業委員会」のメンバーとして（栃木市は21
名）農地の売買や貸借の許可、農地転用の審議、
遊休農地対策などの「農地の番人」として農地利
用の最適化を推進する活動をしています。

Ｑ１．農業委員の仕事ってどんなこと？

自治体の振興、社会福祉、文化向上、産業発
展などに長年貢献し、顕著な功績があった個人
や団体を市長が表彰する制度です。

Ｑ２．市政功労者表彰について教えてください。

農業委員を務めたのは、いつ頃ですか？
　58歳から約15年間農業委員を務め、その中で職務代理者とし
て６年間、会長と連携し、農業委員会の意思決定や組織運営を
行ってきました。

経営状況を教えてください。
　いちご18a、水稲13haを作付けしています。
　2020年、とちおとめから徐々にとちあいかに転換し、３年前
から全面とちあいかを栽培、全量をJAに出荷しています。

農業を始めたきっかけはなんですか？
　もともと農業に興味があったこと､ 長男ということもあり､ 両親の働く姿を見て同じ道を歩もうと
思ったのは自然の流れでした｡ 20歳の時､ 両親はいちご栽培､ 私は牛の肥育業で65頭飼育するまで拡大
できましたが､ これからという時期に ｢狂牛病｣ が全国的に大流行､ 肥育業は断念することになってし
まいました｡ それから両親とともに､ 私のいちご栽培が始まりました｡

最近の状況を教えてください。
　私を含め、４人の兄弟姉妹全員が農業に関わる仕事をし
ているので、集まると意気投合して話が盛りあがります。
ちょっとした勉強会にもなります。
　また、高校時代の部活仲間とも卒業以来、毎年顔を合わせ
ていて近況報告することがエネルギー源となっています。
　そして妻と永らく農業に従事していますが、農業委員、仕
事上の役員、地区の役員等が重なることもあり、家を留守に
する時が多く、妻に負担をかける時が多くありました。今度
は妻に恩返しをする番だなぁと考えています。
　農業委員を務めた立場として、持っている知識を地域の皆
さんと共有しながら、未来の栃木市の農地の利用が最適化さ
れるまたは、農地が最適に利用されることを願います。
� 【取材：泉田　裕美　委員】

農 業 委 員 会 だ よ り



8

頑張ってます！頑張ってます！AA
ア グ リ ス トア グ リ ス ト

grisgristt（農・業・人）（農・業・人）

経営状況を教えてください。
2010年に夫婦２人で創業後、2013年に法人化しました。施設面積は約
1.1haで現在は役員２名、正社員３名とパート従業員15人で野菜苗とミニ
トマトの生産及び販売をしています。

工夫している点はなんですか？
従業員の方が働きやすい環境をつくる工夫をしています。従業員の大
半は女性の方で平均年齢は46歳です。
子育てや介護に携わる人も多く、家族の急用にも臨機応変に対応する
必要があります。作業管理には、苗の栽培や潅水管理の段階を示す札や
出荷予定表示のほか整理整頓を促す掲示物などを活用し、作業工程を可
視化する取組みで効率化をしています。これらは、従業員の発案から生
まれたもので、従業員の声を取りいれることも大切にしています。ま
た、農業未経験者でも安心して働けるよう熟練度に合わせた人員配置や
作業の割り振りを行う工夫もしています。

苗＆ミニトマトづくりを選んだ理由は？
私が農業を目指したきっかけは、大学時代に野菜を栽培・収穫したものを調理して実食する授業があ
り、そこで初めて野菜のおいしさに感動した体験があったことです。
スーパーにはないけど、地元にはあるおいしい野菜を届けたいと思ったのが、苗を販売するきっかけ
となりました。と同時に、「何これ」と手にとってもらい五感を刺激するエンターテイメントを届けたい

という気持ちから、わくわく・ドキドキが生まれるような面白い品種を選
んで生産しています。
新しい品種の苗と出会う中で、今まで食べたことのない新感覚のトマト
に出会い、「衝撃」を覚えました。このトマトとの出会いがトマトをつく
るきっかけになりました。
今では、独自にトマトの栽培技術の改善に取り組むなどポテンシャルを
最大限に引き出す栽培管理を毎年試行錯誤しながらおいしいトマトづくり
を追求し続けています。

これからの目標は？
栃木県民の10人に１人が私たちのミニトマトを食べたことがある、あるいは知ってると答えてもらえ
るようになるのが目標です。これからも苗とミニトマトを継続して生産し、たくさんの方へお届けして
いきたいと思います。� 【取材：縫村　啓子　委員】

感動するおいしさのミニトマトで感動するおいしさのミニトマトで
みんなを笑顔に！みんなを笑顔に！

　「
今
日
も
暑
い
ね
！
」

で
始
ま
る
長
い
夏
が
ま
た

や
っ
て
来
た
。
年
々
、
暑

さ
が
増
し
て
い
る
よ
う
に

私
は
感
じ
ま
す
が
、
皆
様

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「
こ
の
夏
の
暑
さ
を
乗

り
き
る
た
め
に
こ
ん
な
対

処
法
が
あ
り
ま
す
よ
」
と

名
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

教
え
く
だ
さ
い
。

　
編
集
委
員
と
し
ま
し
て

は
、
興
味
を
持
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
紙
面
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
お
り
ま
す
が
、
何
よ
り

皆
様
か
ら
の
情
報
が
頼
り

な
の
だ
と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
意

見
、
ご
感
想
等
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
編
集
副
委
員
長
　

�

青
木
　
則
夫
》

■

農
業
委
員
会
だ
よ
り
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